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1 は じ め に

カーネーションの連作障害を回避するための一つの方法

として,ベ ンチ (隔離床)を利用した栽培方法が考えられ

る。隔離床では耕土を一定の量に制限しているため,土壌

を完全に消毒でき, しかも施設栽培では問題になりやすい

塩類の集積についても,排水溝を有しているため,かん水

することによって塩類を溶脱させることができる。

青森県の畑土壌の大部分は,腐植含量の多い火山灰土壌

を表土としている。そこで,隔離床の床土として,腐植質

火山灰土を利用する場合の床土 (腐植質火山灰土とピート

モスの混合)に占めるピートモスの割合及び栽植様式が,

採花期,株当り切花数,切花品質に及ぼす影響を検討した。

2試 験 方 法

(D 供試品種 :大輪シム系 `ノ ラセレクト',

スプレー系 `ラ イトビンクバーバラ '

0)床土に占めるピートモスの割合 (%)と仮比重 :①
40(仮比重040),② 20(同 046),③ 10(同051)

(3)栽植様式 (ベ ッド幅85cal,株間12側,通路80co):

①条間12col(中央36col)の 5条植え (床面積r当 り49株 ),

②条間12m(中央48cI)の 4条植え (同 39株 )

に)栽培環境 :ガラス室 (加温は,1992年10月 9日 から
12月 21日 まで最低気温約16℃ ,12月 28日 まで約10℃ ,1993

年2月 8日 まで約 5℃, 2月 15日 まで約10℃ , 5月 7日 ま

で約13℃で加温し,そ の後暖房を止めた。秋は9月 25日 か

ら12月 21日 まで約16℃,12月 28日 まで約10℃の温度に加温

した。)

6)範 期 :1992年 10月 15日
6)摘心 :1992年H月 5日 に 5節残して摘心を行い,そ
の後発生した一次側枝は12月 21日 に4本残し, 4本仕立て

とした。

0)遮光処理 :シルバータフベル3,000Sを地上約 2m
の所に設置した。期間は4月 14日から8月 5日 まで。

18)採花方法 :3節残して採花した。

0)ベ ンチ (隔離床):く みあいドレンベッドを使用し,
構造は図 1のとおりで,床土の深さは13cIと した。

バーク堆肥 (3m)

送入管

図 1 隔離床の構造 (単位 cm)

00 施肥量 (kg/a):堆肥200,基肥 N:P,0`:
K20‐ 10:16:12。 EIE N:P,05:K,0-10:075:
0375(6月 18日), N I P206:K20=10:10:10(9
月14日 , 10月 25日 , 12月 3日 )。

10 区制 :2区制, 5条植えは 1区25株, 4条植えは 1

区2∝絶

3 試験結果及び考察

(1)二相割合

床土に占めるピートモスの割合とpF1 5の三層割合との

関係は, ピートモスの割合が多いほど固相,液相の割合が

低く,気相の割合は逆に高かった (表 1)。

表 1 床上に占めるピートモスの割合とpF1 5の 二相
割合 (1993)

12)開花初め

`ノ ラセレクト・ではピートモス20%区が最も早く,次
いで同10%区 同40%区の順●  `ライトピンクパーバラ '

ではピートモス40%区が最も早く,次いで同20%区 ,|・110

床土 (13m)
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表2 月別当り切花数 (1993)
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%区の順であった。栽植様式による差は認められなかった

(表 2)。

0)月 別株当り切花数
`ノ ラセレクト'の ピートモス40%区 ,同20%区は5月
と12月 ,同10%区は5, 6月 の, `ラ イトビンクバーバラ '

のピートモス40%区,同20%区は5, 6月 ,同 10%区は6

月の株当り切花数が多かった。栽培様式の影響は判然とし

表3 切花品質  (1993年 青畑園試)

1051
H21

なかった。

に)株当り切花数
`ノ ラセレクト'で はど― トモス20%区が最も多 く,
`ラ イトピンクパーバラ 'で はピートモス20%区 と同10%

区が多い傾向であった。栽植様式による影響については,

`ノ ラセレクト'で は一定の傾向は認められず,`ラ イト
ピンクバーバラ

.で
は4条植え区が多い傾向であった。ぷ

当り切花数については,栽植様式 5条植え区が多かった。
(5)切花品質

切花長については, 2品種とも,いずれの区においても
切花長70cm以上であり,良好であった。花雷数,切花重に
ついては, 2品種とも良好であった (表 3)。

4 ま と め

ドレンベッドは土耕に比べて低温期の生育が旺盛であっ

た。施肥については,生育に応じて適宜追肥する必要があ
る。隔離床の床土として,腐植質火山灰土を不明 する場合
床土 (腐植質火山灰土とピートモスの混合)に占めるピー

トモスの割合は,株当り及びnf当 り切花魏 切花品質から
みて, `ノ ラセレクト'は20%, `ラ イトピンクバーバラ '

は10～20%が適し,栽植様式では5条植えが有利である。
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